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[ 研究概要 ]
　発光レポーターによる遺伝子発現モニタリングが得意分野で、これまでに生理活性物質の探索、評価等で企 

業等との共同研究実績があります。最近では植物を利用した高付加価値物質生産に関する研究にも着手し、 

成果をあげています。植物細胞を利用したものづくりを中心テーマとして研究に取り組んでいます。社会人博士 

課程後期学生の受入実績もあります。

[アドバンテージ]
　発光レポーター遺伝子を導入したシステムに関しては最 

先端の技術とノウハウを有し、複数の解析機器類を完備し 

ています。低コストで生理活性物質の探索が可能なシステム 

を構築しています。

[事例紹介]
　アサヒビールが開発している「豊作物語」の関連技術開発 

に貢献しているほか、生理活性物質の探索で実績があります。 

今後は、医薬品の探索等にも活用可能な研究開発も指向して 

います。

■ 相談に応じられるテーマ
創薬・生理活性物質の探索 バイオセンサー 植物病害防除 植物を

用いた高付加価値物質生産 植物由来アレルゲン 

■ 主な所属学会
日本植物病理学会

日本植物細胞分子生物学会

米国植物病理学会

■ 主な論文
『プラントアクティベーターによる植物免疫の活性化と化学遺伝学への利

用』「化学と生物（日本農芸化学会編）48: 706-712」 2010

『発光レポーターを用いた抵抗性誘導剤探索と評価について　—多色発光遺

伝子の活用による高性能化—』「日本農薬学会誌, 34: 316-349」 2009

『Development of a promoter-luciferase-based high-throughput 

system to monitor jasmonate-mediated defense gene expression』

「Plant biotechnol. 29, 515-520」 2012

■ 主な特許
「外来遺伝子発現要素およびその利用」特許第5686399号　2015年1月

30日登録

「植物抵抗性誘導制御剤，植物抵抗性制御方法，植物病害の予防又は

治療方法,及び害虫の防除方法」特願 2014-141566, PCT/JP2015/065242

「光識別方法，物質の検出方法，レポーターアッセイ方法，キット，ルシ

フェリンールシフェラーゼ反応阻害剤，ルシフェリンールシフェラーゼ反

応阻害方法及び装置」特願2014-154192

■ 主な著書
「微生物と植物の相互作用を利用した病害防除，百町満朗編」ソフト

サイエンス社， pp.115-120, 2009

微生物の病原性と植物の防御応答，上田一郎編」北海道大学出版会，

pp.67-74, 2007

病害抵抗性誘導剤の新規探索法，日本農薬学会編」ソフトサイエンス

社， pp.171-180, 2003
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